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東北文教大学 数理・データサイエンス・AI教育プログラム 

令和６年度自己点検・評価報告書 

 

１．はじめに 

 本報告書は、本学が、令和７年度に「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制

度（リテラシーレベル）」に申請を予定しているため、当該プログラムに係る事項、プログラ

ムを改善させるための体制やプログラムの自己点検・評価を行う体制についての確認、対象

授業科目についての確認、さらに対象授業科目についての履修・修得状況や授業アンケート

の確認を行うとともに、自己点検・評価を実施し、令和７年度に向け、改善策を提案したも

のである。 

 

２．自己点検・評価の体制 

本報告書は、当該プログラムの申請に速やかに対応するために設置した、教務委員会の小委

員会である「数理・DS・AI 教育プログラム推進小委員会」でまとめ、教務委員会で審議後、

全学の自己点検・評価委員会に報告したものである。令和７年度からの自己点検・評価は、

学内のより重要な組織として位置付けるため、全学組織として設置した「東北文教大学 数

理・DS・AI教育プログラム推進委員会」で実施し、作成した報告書については自己点検・評

価委員会で確認することにしている。 

 

３．教育プログラムの係る対象授業科目と履修・修得状況 

１）教育プログラムに係る対象授業科目 

 教育プログラムの対象科目と修了要件については、人間科学部が設置している子ども教育

学科、人間関係学科それぞれの特性に応じて、以下のように設定した。 

人間科学部・子ども教育学科においては、「コンピュータ基礎演習」(1 単位)、「情報科学」

(2 単位)、「コンピュータ応用演習」(1 単位)の単位の修得、一方、人間科学部・人間関係学

科においては、「基礎ゼミⅠ」(1単位)、「基礎ゼミⅡ」(1単位)、「情報倫理」(2単位)、「情

報処理演習Ⅰ」(1単位)、「情報処理演習Ⅱ」(1単位)の単位を修得するとともに、「情報処理

演習Ⅲ」(1単位)または「情報検索」(1単位)のいずれかの単位の修得が修了要件である。 

 

２）履修と修得状況について 

本学では Active Portal（教務情報システム）により、学生・教員ともに、学生の履修状況、

各回の講義の出欠、成績や単位修得状況を随時、確認することができる。両学科ともに、出

席状況を中心に、授業への取組が芳しくない学生の確認ならびに情報共有に努めており、修

得状況に対する全学的な体制も整っている。 

 令和６年度の履修状況は、子ども教育学科 23％、人間関係学科 1％であった。履修率が低
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いのは、教育プログラムは令和 6 年度入学者より開始されたので、対象学年が 1 学年のみで

あるからである。また、学科別では、子ども教育学科の履修率が高く、人間関係学科は低い。

これは、両学科で提供される教育プログラム対象授業科目が卒業必修科目か選択科目かに起

因している。子ども教育学科における１年次の対象科目「コンピュータ基礎演習」は卒業必

修科目であり、単位修得者全員を教育プログラムの履修者数とした。一方、人間関係学科に

おける１年次の対象科目は「基礎ゼミⅠ＆Ⅱ」（卒業必修科目）、「情報倫理」（卒業必修科目）、

「情報検索」（卒業選択科目）、「情報処理演習Ⅰ」（卒業選択科目）であるが、「情報検索」が

教育プログラムの選択科目であるため、「情報検索」の単位修得者に当該教育プログラムの履

修の有無を確認した数である。 

  

４．学修成果の確認と授業内容の理解度の確認について 

１）確認する体制 

本学では教育開発センターが主体となり、「教務情報システム」を利用して、授業アンケー

トを実施している。授業アンケートの項目（全 16項目）には「科目の目的をあまり理解でき

ませんでしたか？」「専門的な内容は理解できましたか？」や「シラバス等は受講する上で役

に立ちましたか？」等があり、特に、これらの結果は授業方法やシラバスの記載の改善に活

用されている。また授業アンケートでは、授業の到達目標の達成度の自己評価を行っている。

この学生自身による自己評価は授業担当者も確認することができ、この自己評価と授業担当

者の成績評価との関係を確認することで、授業内容や成績評価の妥当性を判断することがで

きる。このように、教育プログラムに係る対象授業科目の学修成果と理解度については、授

業アンケートの活用により、適切に自己点検・評価できる体制になっている。 

 

２）授業アンケートの結果 

対象授業科目の授業アンケートでは、多くの項目で概ね 3.7（５点満点）以上であるが、項

目「シラバス等は受講する上で役に立ちましたか？」が 3.5 以下であり、改善が必要である

ことが明らかになった。 

また、授業アンケートの自由記述は、概ね肯定的な記述であったが、子ども教育学科にお

いては、成績評価の状況を鑑み、「分かりやすさ」の観点から講義・演習の内容・実施方法の

見直しを検討している。 

 

５．教育プログラムの履修率向上に向けた取組 

 令和７年度以降の入学者に対しては、両学科において、教育プログラムの社会における重

要性を、新入生オリエンテーション時ばかりでなく、教育プログラムの対象授業科目の授業

時においても周知する。 

 子ども教育学科においては、１年次開講のプログラム対象科目は必修科目であるが、２年
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次開講の対象科目は選択科目であることから、前期のオリエンテーションにて教育プログラ

ムの重要性を改めて周知し、履修率の維持を図る。 

人間関係学科においては、１年前期開講の卒業必修科目である「基礎ゼミⅠ」や「情報倫理」

の授業を通して、教育プログラムの重要性ばかりでなく、数理・データサイエンス・AIを「学

ぶ楽しさ」や「学ぶことの意義」についての理解を深めるよう取り組み、履修率の向上を図

る。 

  

６．まとめ 

 本学は、令和６年度から数理・データサイエンス・AI教育プログラムを開設したところで

ある。したがって、当該教育プログラムの浸透性は、１）令和６年度入学者に限定されたた

め、また、２）当該教育プログラムに係る対象授業科目も既存の授業科目をベースにしたた

め、授業内容に当該教育プログラムのモデルカリキュラムの内容が含まれていても、２年次

以降の学生は、当該教育プログラムに係る対象授業科目である認識がほとんどなく、後輩や

他の学生へ推奨がみられず、全学規模となっていない。当該教育プログラムを全学規模で共

有し、認識度を高めることが課題である。 

また、これまでは、どちらかと言えば、数理・データサイエンス・AI教育プログラムの対

象授業科目とした個々の授業科目で「何を学んだか」を理解度としてきたが、今後は、数理・

データサイエンス・AIを「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意義」を理解させることにシフトする必

要がある。 

さらに、教育プログラムの構成や対象授業科目の内容等については、各学科で、学生からの

意見、教育プログラム修了者の進路等やステークホルダーの視点を踏まえた検討・改善が必

要である。 


